
深層インタラクションD1
深層インタラクション科学による心地よい未来の創出
深層インタラクション総合研究所／深層インタラクションの社会実装

概要
深層インタラクション総合研究所では、「インタラクションを深く知ることで心地よい未来を創る」というビジョン

のもと、深層インタラクションに関する研究開発と社会実装を進めています。ここでは、深層インタラクション

研究の概要と、企業連携・社会実装に関する取り組みを紹介します。

特徴

深層インタラクション総合研究所では、認知科学的／生物
学的／経済学的なインタラクション（特に人・人々を対象に、
人と人、人とモノ、人と環境の相互作用）の数理モデルを明
らかにしていきます（Human-X-Interactionの解明）。

先端研究を進める３つの研究所（インタラクション科学研

究所、石黒浩特別研究所、萩田紀博特別研究所）と、社会
実装を進めるインタラクション技術バンク、以上の４つの
組織から構成されています。

今後の展開

深層インタラクションに関する先端研究と社会実装をともに
実施して、人の気持ちを大切にした心地よい百寿社会を目
指します。

対コロナへの関連

コロナ禍では人が触れ合う機会が激減しています。このよう
な新しい生活様式における、人のインタラクションに関する
数理モデルを明らかにすることで、コロナ禍を避けながらも
心地よい社会を模索します。
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